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復活節第 3 主日礼拝 説教 「みんなで一緒に漁にでよう」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 4 月 26 日  

ヨハネによる福音書 21 章 1～14 節 

 おはようございます。「あなたがたに
平和があるように」との復活のイエス様
のお言葉によって始まった新しい一週間
でありましたが、その私たちがイースタ
ーから数えて 3 度目の朝を迎えておりま
す。このことはつまり、この日もまた、
私たちが神様をより近く感じることが許
されているということです。ですから、
先ずはこのことをしっかりと覚えたいと
思いますが、けれども、またその一方で、
別の思いをもってこの朝を迎えたのも確
かです。緊急事態宣言が出されて以降、
定まらぬ思いを抱え、日々過ごす私たち
は、主にある平安を信じるその一方で、
今の現実との落差ゆえに、大きな葛藤を
抱えているからです。従って、いつも以
上に非常にストレスフルな 1 週間を過ご
しているのが私たちであるということで
す。そして、その私たちに向かい、この
朝、語られているのが今日の御言葉でも
ありますが、御言葉に聞いていく前に、
今日は、一つ、皆さんにお勧めしたいこ
とがあります。 

 それは、もし、今、お座りいただいて
いる場所のすぐ近くに座布団や枕のよう
なものがあれば、それを抱きかかえなが
ら、礼拝の終わりまでお過ごしいただき
たいということです。ただ、もちろん、
強制するつもりはまったくありません。
けれども、ストレスフルな一週間を過ご
された皆さんにとって、ただじっとして
いるだけでは、礼拝がいつものように至
福の時となることはないのでしょう。そ
のため、もしかしたら、礼拝が非常に肩
に力の入った時間となってしまうように
思うのです。しかし、こういう時だだか
らこそ、礼拝を至福の時としていただく
ために、是非何かを抱きかかえ、温もり
を感じて、しばらくの時をお過ごしいた
だければと思うのです。そして、このよ
うにお勧めしているのは、何かに触り、
その温もりを感じながら人と話をしたり、
また聞いたりすることで、そのストレス
がかなり軽減されるのだそうです。そし
て、それを誰よりも喜んで見ているのが
私たちのイエス様でもあるのでしょう。
なぜなら、私たちがこうして礼拝を献げ
ると言うことは、イエス様と触れ合い、
神様を近くに覚え、肩の荷を下ろし、ホ
ッとさせられ、安心できるものだからで

す。ですから、何を馬鹿馬鹿しいとか、
今更何をとか、そう思わず、騙されたと
思って是非試していただければと思うの
です。 

 特に、先週より礼拝を非公開とし、同
じ時刻にその日の御言葉と祈りをもって
お過ごしいただくよう教会員の皆さまに
はそうお願いし、また、それに合わせて、
ホームページ委員会の尽力によって、ウ
ェブで音声と映像を流すことになりまし
た。ですから、パソコンの画面をご覧に
なりながら、ご自宅で礼拝を共にされて
いる方もおられることと思います。そこ
で、ご夫妻、または親子、兄弟、姉妹で
パソコン画面をご覧になっている方につ
いては、誰に憚る必要もありませんので、
何も枕や座布団でなくともいいと思いま
す。傍らに共にいる人たちと手を繋いで、
あるいは、肩を抱き合って、共にあるこ
との温もりを感じながら、終わりまでお
過ごしいただいてもいいと思うのです。 

 さて、そこで早速御言葉に聞いて参り
たいと思いますが、ところで、どうして
イエス様がストレスフルな私たちにホッ
としてもらいたいと思うのでしょうか。
それは、もちろん、私たちのことを案じ
てのことではありますが、けれども、そ
れは気持ちの上だけのことではありませ
ん。そこに確かな目的があり、そこで私
たちが実際にホッとするからこそ、そこ
にイエス様を信じ、イエス様と共に生き
る私たちの一番いいところが現されるこ
とになるからです。つまり、私たちだけ
がホッとするのではなく、一緒にいるイ
エス様もホッとしたいということですが、
それが私たちの交わりであるということ
です。ですから、その姿は、端から見て
も悪い印象を与えることはありません。
この日の御言葉の中に記されていること
がまさにそういうことなのですが、この
良さとはつまり、イエス様と出会う喜び、
その交わりにおける豊かさです。それゆ
え、このイエス様との出会いと、イエス
様を中心に食卓を囲むその交わりの豊か
さは、私たちだけでなく、その姿を見た
すべての人に次に向かうための大きな希
望を与えることにもなるのです。 

 ですから、こういう時だからこそ余計
に、私たちは、このことを他人事ではな
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く、自分事とし、そして、周りに生きる
人々とこの喜びと豊かさを共にし、希望
へと向かうその歩みを共にしたいと思う
のです。そして、それを、できれば、頭
ではなく、体で、なるほどそうかと素直
に感じていただければと思います。なぜ
なら、喜びも豊かさも頭で考えることで
はなく、実際に体で感じてこそのものだ
からです。そして、それが、今日、私が
小道具に頼ろうとした理由です。今日の
御言葉が語る喜びと豊かさ、さらにはそ
の希望を、頭の中をすっと右から左へ通
り過ぎるだけで終わって欲しくはなかっ
たからです。ただ、やはり小道具は反則
だとは思います。けれども、このホッと
した感覚がこうして礼拝の中で感じたも
のであれば、それがどういう形のもので
あっても、体のどこかに引っ掛かってい
さいすれば、信仰の邪魔になることはな
いと思うのです。そして、それが、今日
の御言葉の中でイエス様が仰りたい一番
のことであり、また、それが、私たちに
とっての信仰が分かったということでも
あるのでしょう。 

 しかし、だから、今、皆さんの手の中
にある何かを握りしめてさえいれば、そ
れですべてオッケーということではあり
ません。なぜなら、私たちの手の中にあ
るものは、神様でもイエス様でもないか
らです。ですから、当然、私たちは、い
つまでもその何かを握りしめ、また、抱
きしめているわけには参りません。つい
つい、うとうとしてしまう、いつもの礼
拝で感じる至福がいずれどこかで冷める
ように、人が手放したくはないと思うも
のは、必ずどこかで手放さなければ、次
に歩み出すことができないからです。で
は、それがいつなのか。至福の余韻から
目覚めるのが、多くの人にとっては、教
会の玄関を出た瞬間であるように、また、
パソコンの画面の前にいる方にとっては、
電源を落とし、立ち上がった瞬間である
ように、それは別な何かを新たに始める
ときです。そして、その時、その大切な
何かをどういう形であれ、人は手放さな
ければならないのですが、ですから、手
放すことによって作り上げられているも
のが、私たちの日常だとも言えるのでし
ょう。 

 そして、今までは、それで困ることあ
りませんでした。ところが、今は違いま
す。手放した途端、今のこの困難な状況
が雪崩を打って、私たちに襲いかかりこ
とになるからです。それゆえ、その不安
や恐れに押しつぶされないために、人は

新たな日常をふさわしく整えて行かねば
ならないのでしょう。特に、ペトロが仲
間たちに向かって「私は漁に行く」と語
ったこの一言に対し、その仲間たちが
「私たちも一緒に行こうと」と応じてい
るように、いつも通りの暮らしを続ける
ことの努力を、私たちは、信仰ゆえに怠
ってはならないのでしょう。そして、そ
れが、今の状況に照らし合わせれば、
「気をつけながら、今まで通りに暮ら
す」ということのように思います。けれ
ども、ペトロ初め弟子たちのそうした信
仰的な決断が、ここでは、どこか暗いも
のに感じるのはどうしてなのでしょうか。 

 私たちがこうして主の日を迎え、礼拝
を共にしているということは、私たちそ
れぞれにとっては、これまでと変わらな
いいつも通りのことです。ですから、そ
こで特別な何かを期待するものではない
のでしょう。なぜなら、イエス様と神様
が、この時も変わらずに私たちと共にい
てくださっているのは間違いのないこと
だからです。けれども、そうであるから
こそ、何かを期待せずにいられないのが
今の私たちでもあるのでしょう。ただし、
それが間違っているということではあり
ません。食卓に集まる度に、今日は何？
と大いに期待するのがいつもの私たちで
あり、けれども、その多くが裏切られる
ことを、私たちはよく分かってもいるの
です。ですから、「えっ、また」の何気
ない一言に怒りがこみ上げたという話は
よく聞くことですが、けれども、それで
家族としての交わりが味気なく、つまら
ないものになることはありません。それ
は、何かを期待するということが、期待
通りにならないことを知っているからで
す。そして、それがいつもと変わらぬ私
たちの日常でもあるのです。 

 ところが、その私たちが、そして、ペ
トロ初め弟子たちが、このいつもと変わ
らぬ日常を生きながら、どこか暗いもの
を感じ、また、感じさせているのはどう
してなのでしょうか。それは、私たちも、
そして、弟子たちも、期待が裏切られる
ことを恐れるが余り、自分の力で何かを
取り戻そうとしているからです。そして、
その何かとはつまり、何事もなく過ごし
ていたかつての自分自身なのかもしれま
せん。けれども、それがうまくいかな
い！、前半部分に感じる暗さはそれゆえ
のことです。そして、それは、私たちが
特別な何かを期待し、また、弟子たちが
日々の生業の中に特別な何かを期待して
いるように、その期待が期待通りになら
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ないことを自分で予見し、自分で決めつ
けているからです。御言葉が、「しかし、
その夜は何も取れなかった」と語るよう
に、それがまた、私たち、弟子たちのこ
の時の真実でもあるのです。 

 ですから、こうして私たちは途方に暮
れ、ますます特別な何かを期待すること
になるのですが、では、そこで私たちの
目にするものは何なのでしょうか。私た
ちが心細い思いをするとき、現実の辛さ
に押しつぶされそうになるとき、その時、
私たちが信仰をもって期待するものは、
イエス様の笑顔であるはずなのです。イ
エス様に遭いたい、イエス様に触れたい、
そして、イエス様に微笑みかけていただ
きたい、私たちにとっての特別な何かと
は、このこと以外ないはずなのです。け
れども、ここではそういう明るさを感じ
ることができない、それは、特別な何か
であるイエス様の姿をどこを探しても見
つけ出すことができないからです。しか
し、それは、私たちが闇の支配に飲み込
まれてしまったからではありません。 

 「既に夜が明けた頃、イエスが岸に立
っておられた。だが、弟子たちは、それ
がイエスだとは分からなかった」とある
ように、私たちを包むこの時の暗さは、
夜に限定されたものではありません。夜
が白々と明けた中で、しかも、そこにイ
エス様がいつもと変わらずにいてくださ
っているのです。けれども、それにも関
わらず、弟子たちと私たちは、暗い雰囲
気を醸し出しているのです。御言葉はそ
れを「分からなかった」と語るのですが、
けれども、分からないのではなく分かっ
たと、そう思っていたのが弟子たち、私
たちでもありました。まただから、弟子
たちは何かに期待して漁に出ようとし、
また、私たちもこの朝に特別な何かに期
待しているのですが、ただ、それぞれの
期待の中には、御言葉が「分からない」
と語るように、この「分からない」とい
う事実と向き合う勇気がなかったのです。
まただから、そういう自分を否定し、自
分自身が望む自分を取り戻そうとして、
特別な何かをますます期待することにも
なるのでしょう。ですから、当然、御言
葉は、私たちのそうした思い、努力を明
るいものとして受け止めることはありま
せん。あくまで、暗いものとして受け止
め、この暗さの中にじっと佇むことを求
めるのです。 

 そして、この暗さは、すべて私たちの
不信仰、不明ゆえのことでもあるのでし
ょう。それゆえ、そこで私たちは、この

暗さを自分で取り除かなければ先がない
と、そんな風に思い込んだりもするので
す。ただ、その時の私たちの目は、イエ
ス様ではなく、自分自身に向かっていま
す。そのため、思い通りの結果を手にす
ることはできません。「イエスが、『子
たちよ、何か食べるものはあるか』と言
われると、彼らは『ありません』と答え
た」との御言葉からそれが分かります。
頼るべきものが違うからです。こうして、
自分の力で自分が望む自分自身を取り戻
したいと願う私たちは、いわゆる負のス
パイラルに陥ることになるのですが、そ
れゆえ自分にすがりつくその姿は、見て
いるだけで哀れです。惨めで、情けなく、
ですから、声の主がイエス様だと分かっ
た途端、ペトロがイエス様の前から身を
隠すしかなかったところに、その痛々し
さが現されているようにも思います。で
すから、それが明らかになった以上、普
通であれば、そういう自分自身を改めな
ければなりません。ところが、イエス様
はこの咎められるべきところをまるで気
にする様子もなく、結果が伴わなかった
弟子たちの働きに報いるように多くを与
え、しかも、食卓を整え、ペトロ始めす
べての弟子たちをその食卓へと招き、さ
らに多くの恵みを与えたのです。それは、
それがイエス様と共にある弟子たち、私
たちの変わらぬ日々のあり方であるから
です。そして、そこに置かれているもの
が私たちの暮らしでもあるのです。 

 ところが、今、私たちは、それが失わ
れたと感じています。そこで、この時の
不安に押しつぶされまいとして、無理に
無理を重ね、そして、もしかしたら、無
理を重ねることが信仰のあるべき姿だと
思い込んだりもするのです。それは、そ
うでないと、これまで積み重ねてきたこ
との一切、つまり、自分自身がなくなっ
てしまうと思うからです。また、その反
対に、現実を見ず、信仰に安易な期待を
抱いたりすることもあるのですが、それ
は、信仰を誤解しているからです。終わ
りを終わりとして受け止め、新たな歩み
へと導くものが私たちの信仰だからです。
ただし、ここでは、前者のみが取り上げ
られています。それは、安易に期待する
愚かさではなく、重々しい現実の中で、
なお信仰に立とうとする人々の葛藤を肯
定的に取り上げようとしているからです。
だから、うまく行くか行かないかという
ところで弟子たちの信仰の技量を測るよ
うなことはなさいません。自分の足で立
つこともできないような暗さの中にあっ
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て、弟子たちが分かっても分からなくて
もどちらでもいいのです。現実と向き合
い、生き続けようとする、この惨めで哀
れな弟子たちと、それでもイエス様は一
緒にいてくださっているのだと、このよ
うに御言葉は私たちに告げてくれている
のです。 

 ただ、そこで甦りの主がいくら私たち
と共にいてくださっている思っても、思
うだけ、知っているだけで、元の通りの
状況に私たちはもう戻ることができませ
ん。そして、それに対し、神様とイエス
様は、すぐに何の手当もなさいません。
そのため、信仰の眼差しを自分で閉ざし
てしまうのですが、けれども、その私た
ちと繰り返し出会い、イエス様と共にあ
る交わりの喜び、その豊かさを伝えてく
ださっているのが私たちのイエス様でも
あるのです。弟子たちの前に現れたのが
3 回目と語る御言葉がそのことを伝えて
くれています。つまり、何度も何度も繰
り返しイエス様に心を閉ざし、そのため
にまた、特別な何かを期待せずにはいら
れないのが私たちと繰り返し何度も何度
も出会い、交わりの中に招き、そして、
その喜びと豊かさに与らせようとしてい
るのが私たちのイエス様であるというこ
とです。だから、私たちはこの今の葛藤
と向き合うことができるのです。一つが
終わり、また新たな一つが始まる、世が
明け初めぬ前の暗さを身をもって受け止
めればこそ、イエス様が共にいますがゆ
えに、また、私たちは、次の新たな始ま
りを希望の中に迎えることになるのです。 

 一見すると太陽のように見えることか
らコロナと呼ばれているこの病原体によ
って、世界とそこに生きる私たちは深い
痛手を負っています。そのため、多くの
人々が神や仏を求めたりもするのでしょ
う。そして、それについては私たちも同
じです。特別な何かを求めてしまうほど
に私たちは弱い者だからです。そのため、
人は現実を見失い、待つことができずに
ま流されて行ったりもするのです。待つ
ことができず、自分を見失い、自分の力
でかつての自分自身を取り戻そうとし、
結果、イエス様の前から身を隠し、その
恥ずかしさから図らずも馬脚を現すこと
になるのです。けれども、御言葉が私た
ちに伝えてくれていることは、その私た
ちを照らし出すものは、コロナというそ
れらしきものではないということです。
真実の太陽であるイエス･キリスト、こ
の方お一人であり、そのためにまた、私
たちは、このお方の温もりをこうして御

言葉によって感じ、共に祈りを合わせる
ことで、交わりの豊かさに与り続けなけ
ればならないのです。なぜなら、私たち
はそのように招かれているし、また、そ
のように造られているからです。 

 私たちを今覆うこの帳が取り除かれた
とき、そこで私たちが見るべきものはイ
エス様ゆえの希望です。それは、葛藤の
中で繰り返し繰り返しイエス様と出会い、
このイエス様の体である教会という交わ
りの中で、信仰の喜びとイエス様の温か
さを実際に感じることになるからです。
ですから、私たちは安心して不安になり、
恐れることができるのです。むしろ、こ
の思いを遠ざけず、常に近くに置くから
こそ、そこで私たちはイエス様を知るの
です。そして、それが私たちには許され
ている、約束されているのです。それゆ
え、この一週間、私たちは何度イエス様
を知らされることになるのかとも思いま
す。また、そのためにも、イエス様のこ
とを語る御言葉に親しみ、今はなかなか
会うことの叶わない兄弟姉妹と共に、イ
エス様を真ん中に置いて、互いに祈り合
う私たちでありたいと思うのです。そう
すれば、私たちは、必ずその時、イエス
様の温かさを体で感じることになるから
です。祈りましょう。 

 

祈り 

天のお父様 

あなたは、復活のイエス様との出会いを
繰り返し約束し、そして、その交わりへ
と繰り返し招き、繰り返し繰り返し、大
きな喜びをもたらし、その豊かさに与ら
せてくださいますことを心より感謝しま
す。どうか、今まで与ったこの喜びと豊
かさの上に、私たちがさらにあなたの恵
みを積み重ねていくことができますよう
に、祈る私たちをイエス様に結び合わせ
て一つとなし、イエス様と共に新たな時
代を築いていくことができますようお導
ください。また、そのために、私たちに
イエス様を繰り返し現し、その祈りさら
に篤くしていくことができますように、
聖霊を豊かに与えてください。イエス様
の御名によって祈ります。アーメン。 


